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砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
所
蔵

俳
句
砥
　
部
　
句
　
会

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

扇
風
機

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
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課
内
）
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６
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３
６
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消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

固
定
電
話
か
ら
光
回
線
へ
の
便
乗
勧
誘
に
注
意
！

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
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）
５
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む
か
し
の
道
具

　
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
扇
風
機
で
す
が
、
そ
の
原

型
は
江
戸
時
代
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
も

の
は
、
複
数
の
う
ち
わ
を
軸
に
固
定
し
て
ハ
ン
ド

ル
を
手
回
し
で
回
転
さ
せ
て
風
を
起
こ
す
、
手
動

の
扇
風
機
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
に
ア
メ
リ

カ
で
初
め
て
電
気
で
動
く
扇
風
機
が
発
売
さ
れ
、

日
本
で
国
産
扇
風
機
の
発
売
が
開
始
し
た
の
は
翌

年
の
こ
と
で
す
。

　
大
正
期
か
ら
は
、
黒
色
で
重
い
鉄
製
の
卓
上
扇

風
機
（
写
真
右
）
が
量
産
さ
れ
、
戦
後
に
な
る
と

若
葉
色
な
ど
の
涼
し
げ
な
色
の
扇
風
機
が
登
場
し

ま
す
（
写
真
左
）。
安
全
性
を
重
視
し
な
が
ら
、
軽

量
化
や
風
量
調
節
・

タ
イ
マ
ー
設
定
と

い
っ
た
機
能
開
発

も
進
み
ま
し
た
。

　

エ
ア
コ
ン
の
普

及
に
よ
り
一
時
期

需
要
が
減
り
ま
し

た
が
、
節
電
や
省

エ
ネ
意
識
の
高
ま

り
か
ら
、
現
在
も

広
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
突
然
実
家
に
訪
問
し
て
き
た
事
業
者
か

ら
「
今
後
固
定
電
話
が
使
え
な
く
な
る
。

光
回
線
に
し
た
方
が
い
い
」
と
言
わ
れ
、

父
が
光
回
線
の
契
約
を
了
承
し
た
よ
う
だ
。

父
は
契
約
内
容
を
理
解
し
て
お
ら
ず
、
ア

ナ
ロ
グ
回
線
の
ま
ま
を
希
望
し
て
い
る
。

光
回
線
を
解
約
し
た
い
。

相談事例

◆
固
定
電
話
の
Ｉ
Ｐ
網
移
行
に
伴
う
局
内

設
備
切
替
で
は
、
利
用
者
側
で
の
手
続
き

や
自
宅
で
の
工
事
は
不
要
で
す
。

◆
利
用
中
の
電
話
機
や
電
話
番
号
は
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

◆
不
要
な
契
約
で
あ
れ
ば
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

◆
不
安
に
な
っ
た
場
合
や
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
場
合
は
、
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
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